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令和６年鋸南町教育委員会 第２回定例会議事録 

 

1. 日 時 令和６年２月１５日（木）午後３時３０分～午後４時４３分 

 

2. 場 所 鋸南町立中央公民館 ２階会議室 

 

3. 出席委員 教育長 富永 安男 教育長職務代理者 山野 正人 

 委員 篠原 恭惠  

 

4. 出席職員 教育課長 安田 隆博  主任指導主事 助川 孝浩  

 教育総務室長 福原 規生 生涯学習室長 笹生 浩樹 

 

5. 開 会 富永教育長が開会を宣言 

 

6. 議事録署名人の指名   富永教育長が篠原委員を指名 

 

7. 議事録の承認 令和６年１月２５日開催の第１回定例会議事録について承認 

 

8. 会議の傍聴 傍聴者なし 

 

9. 教育長の報告  

次に、教育長の報告ですが、本日は２点お話させていただきます。 

１点目は、鋸南小学校次年度以降の学校行事検討内容についての回答です。１月３１

日に小学校長へ渡しました。前回の会議で委員の皆さんにもご意見を伺い、そこにまと

めてありますけれども、そんな理由で、令和６年度以降、学校行事に対して推進したら

どうかということで意見書を渡しました。 

その後、菊間校長先生は保護者から検討委員を募って、令和６年度に１年間かけて検

討するそうです。従いまして、実際に新しい行事の展開っていうのは、7 年度以降にな

ると思います。それらも含めてこんな回答をいたしましたので、ご了承いただきたいと

思います。 

２点目ですが、２９万人時代の不登校について考えるということで、教育コンサルタ
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ントの田畑氏がこんなことを言っております。学校が子どもたちに寄り添って、居心地

の良い場所であるならば、不登校の数は減少していくはずだということが書いてありま

した。基本的には私も同じだと思っております。 

もう１点、３月１１日は東日本大震災から１３目を迎えるわけですが、鋸南小中学校

は、令和５年度、防災教育の研究指定校ということで研修しました。その成果か、小中

学校ともに能登半島に、大変な額の寄付金を集めて、日本赤十字鋸南支部長である町長

を通じて寄付をしたことが房日新聞に載っていました。子どもたちにとっても間違いな

く、防災教育の意義が浸透していると思い嬉しく思っております。 

以上、教育長の報告とさせていただきます。 

  

10. 議 事 

（１）議決事項 

①議案第１号 鋸南町立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則の制定

について 

・福原教育総務室長から、議案について、国から示された「押印見直し方針」に基

づいて改正しようとする旨説明がなされた。 

特に質疑はなく、全会一致で可決された。 

 

②議案第２号 鋸南町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制定について 

・福原教育総務室長から、議案について、学校管理規則の一部改正と同様に「押印

見直し方針」に基づいて改正する旨説明がなされた。 

特に質疑はなく、全会一致で可決された。 

 

11. 報告事項 

(1)行事の後援の承認について 

・福原教育総務室長から、行事の後援承認は前回の定例会以降１件だった旨、報告

がなされた。 

 

(2)各担当からの報告について 

①助川主任指導主事から、幼稚園・小中学校の様子、行事についての報告・説明が

なされた。 
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（質疑等） 

篠原委員から、「不登校の子と散歩中に会う事があるが、どんな会話をしたらよ

いか」との質疑に対し、 

助川主任指導主事から、「学校では積極的に声かけをしていません。今の状態を

見守り本人が何か求めてきた時に応じるようにしています。」との答弁がなされ

た。 

 

②笹生生涯学習室長から、生涯学習室関係の３月補正予算、令和６年度当初予算に

ついて報告・説明がなされた。 

（質疑等） 

篠原委員から、「鋸山日本遺産候補地域事業の中で案内看板の設置が予定されて

いたが状況は」との質疑に対し、 

笹生生涯学習室長から、「今年度は、保田駅からのルートと保田小学校からのル

ートに９ヶ所設置します。」との答弁がなされた。 

安田教育課長から、「昨年度は、山麓付近に５ヶ所設置しました。」との答弁が

なされた。 

山野委員から、「低山ブームということで新聞に鋸山の記事が出ていた。日本遺

産に認定され多くの人が訪れたらよい。」との感想が述べられた。 

 

③福原教育総務室長から、教育総務室関係の３月補正予算、令和６年度当初予算に

ついて報告・説明がなされた。 

篠原委員から、「漢検、英検等の補助金は合格者だけに交付されると説明があっ

たが、受験者全員に補助できないか」との質疑に対し、 

福原教育総務室長から、「個人の資格になるものなので２分の１の補助となって

います。」との答弁がなされた。 

山野委員から、「私は子どもたちがやる気を出すきっかけになるように２分の１

の補助で良い。補助金が出るから受験しようでは趣旨が違ってしまう。」との意

見がなされた。 

安田教育課長から、「他の自治体の例を見ると様々で、町民全体を英検の補助対

象者にしている町もありましたが、いずれも受験すれば補助するという所は少な

いようでした。これを契機に補助の仕方を考えて行きます。」との答弁がなされ
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た。 

 

③安田教育課長から、令和６年２月末日で任期満了となるいじめ問題対策調査会委

員の改選について報告・説明がなされた。 

 

12.  その他 

 ①福原教育総務室長から、今後の行事日程について、別紙説明資料により報告・説明がな

された。 

 ②富永教育長から、５月定例会の日程について協議があり、５月１６日木曜日中央公民館

で開催することに決定した。 

 

13.  閉 会  富永教育長が閉会を宣言 

 

 

 以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。 

 

令和６年３月２１日  

 

 

鋸南町教育委員会  教 育 長  富 永 安 男 

  教 育 委 員  篠 原 恭 惠 

議 事 録 作 成  事 務 局  福 原 規 生 

  


